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一.

八
九
五

—

九
九
年
の
国
際
情
勢
に
対
す
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A
，s

，Jerussalimski, 

D
i
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u
n
d
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Diplomatie 

des 

deutschen 

Imjperialismus E
n
d
e
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に
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ツ
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, 

■

，
私
は
，
さ
き
に
、
小
論
に
お
い
て
、
，.エ
'ン
ゲ
ル 

'ス晚
年
0
国
際
社
会
生
義
運
；
 

動
は
、

'M
力
獲
得
を
議
会
制
度
^
運
用
に
よ
.つ
て
行
う
こ
と
を
基
調
と
し
て
い 

た
の
ヤ
は
な
い
か
■'
ま
た
，

エ
ン
ゲ
ル
ス
も
、
と
く
に
晚
年
に
お
い
て
、
こ
れ

■に
基
本
的
な
点
で
同
意
し
て
い
た

の

，で

は

な
い
が
、
と
い
う
問
題
を
提
起
し
.

.

.

.

. 

.
:

:
' 

.

•

;

'

 
へ
.. 

-
.

^

，誤
解
を
さ
计
名
た
め
に
い
克
ば
へ
こ
^
こ
と
社
、
プ
ロ
：レ
タ
リ
ア
ー
个の

：.

革
命
的
閼
争
の
必
要
I

と
り
わ
け
政
治
的
後
進
諸
国
に
お
い
て
.

Iと
，か
'

..

..

.•

..

..
 

■

 •

 
■

 •

 
•

•

反

革

命

を

考

虛

し

：て
の

''
:
,
'
.
流

血
.の
事

德

：と■か
..い
う

；こi
.と
':
':

な

ん

ら

‘矛

盾

す

る 

も
の
で
は
な
い
。

.
:
:
，
'

'
.
,
•

パ

'
'
:
.
,

 

.私
が
確
認
し
て
お
：き
.た
か

0
た
.こ
と
は
、
つ
ぎ
の
三
点
で
あ
っ
た
。.

し
：

:

第 
一■点
。，
議
会
制
度
を
運
用
し
て
の
、.
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
輝
か
し
い
成 

果
は
、
.プ
ロ
レ
.タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
権
力
獲
得
.コ
ー
ス
の
.国
際
的
範
例
と
.な
つ 

た
と
と
。
ド
个
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
に
、
ロ
シ
ア
は
ド
イ
ツ
に
、明
日
の
自
分
た
ち
の 

姿
を
"夢
み
て
、各
国
'の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
.、と
の
大
道
を
す
す
ん
だ
.こ
と
。

'
M
1二占r::

プ
，；ロ
レ
タ
リ
ア
I
:ト
の
政
治
権
力
獲
得
の
rか
か
る 

は
、
,-
'筆
国
主
義
的
諸
状
況
出
現
前
夜
の
、
最
後
の
閃
光
に
^

:
た
こ
と
，。
晚
年
の
エ

ン

ゲ

ル

ス

の

、

こ
れ
に
対
す
る
同
嵩
は
、
.現
状
認
識
の
誤
•

:

■り
と
V
ぅ
よ
り
も
.
.か
..
れ
の
.死
を
境
-と
し
：た
帝
国
主
義
的
状
況
出
現
の
急
激
さ 

.に
求
め
：る
べ
き
で
あ
：る
こ
と
。

‘

'

ノ
，

ノ
第
三
点
。：
+
九
世
紀
末
の
修
正
主
義
論
争
を
.契
機
に
激
化
す
る
、‘

：

社
会
主
義
.
 

運
動
内
部
の
政
治
的
諸
潮
流
の
対
立
.杭
^
は
、
基
.本
的
に
.は
か
か
る
歴
史
状

況
を
背
景
と
し
て
い
.る
こ
と
。
従
っ
て
、
現
出
さ
れ
た
歴
史
的
.現
実
と
の
関
連 

に
お
い
て
ノ
政
治
的
諸
潮
流
の
リ
ア
リ
テ
ィ
：を
追
求
す
る
こ
と
^:
必
要
性
• °

さ
て
、.
本
稿
で
と
り
本
げ

.た
、
.

イ
：：H

,,
ル
，
：
サ

リ

ム.ス
キ

ー

の.労
作

べ

『

十

，九

世

紀■ 

末

ド

イ

ツ

帝

国

主

義

の

対

外

政

策

と

外

交

』
〔

は
：
、
：
.右
に
述
べ
た
、
-:
帝
国
主
義
的 

状
況
が
急
激
：に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
、

ー
 

<
九
五
丨
ニ
八
九
九
年
に
時
期

.をM

切

：
 

づ
て
、'.
，
国

際

関

係

緊

張
.の
性
質
を

;^
求
し
て
い
る
。
-著
者
は
、
'こ
の
時
魏
に
、
-'
.

レ
I

ユ
レ
が
明
ら
か
芯
し
た
帝
国
主
義
的
諸
矛
盾
が
.

ぃ
かU

国
際
関
係
Q
規

.

.
 

定
的
要
因
と
.な
っ
た
が
、';
:
と
り
わ
け
、';:

第
一
次
世
界
大
戦
に
ま
で
み
.；ち
が
い 

た
、
.独
英
，の
基
本
的
対
立
が
で
：に
ご
：の
時
期
に
、
' 

_

ど

0
ょ

ぅ

に

国

際

関

俤 

全
般
を
規
定
す
る
主
軸
と
：な
づ
て
展
開
.し
た
か
：を

明

ら

か

：
に

し

ょ

：ぅ

と

し

て

い

': 

る
。.
.帝
国
主
義
の
成
：立
、
;.
と
0
わ
け
形
成
に
関
心
ぢ
も
つ
者
に
と
っ
て
、：
著
者
,. 

の
問
題
意
識
と
、
そ
め
展
開
读
味
を
そ
そ
ち
ず
に
：は
い
な
い
。::
-
'

し
か
し
、
.八
四
七
頁
に
わ
た
^
大
筆
で
あ
る
か
ら
、
：全
体
を
紹
介
す
る
こ
と 

は
で
き
な
，い
の

で

、

著
者
の
問
題
提
起
；の
ぅ
_ち
、
私
の
さ
き
の
小
論
の
問
題
章 

識
と
丼
通
す
る
も
.の
を
と
り
お
げ
た
い
'と
思
.ぅ
。

.
:'
.

'
そ
れ
は
:'

十
九
世
紀
末
の
：ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
::
0
国
際
情
勢
認
識
に
基
本
的 

-

誤
謬
が
#

-?

た
と
す
る
問
題
提
起
で
.あ
る
。

.

.

'

以
下
、：
㈠
と
㈡
に
お
い
て
：イH

ル
サ
リ
ム
ス
キ
ー
の
論
述
を
紹
介
し
、
-
㈢
に 

お
い
て
紙
面
の
許
す
範
囲
で
、
i
見
を
述
べ
：ょ
ぅ
。：.
.

.

な
お
，

限
著
#
は
、

一
九
四
八
年
モ

ろ

ク

ヮ
；fe
お
い
て
.出
版

さ

れ

、
.

一
九
五 

四
年
：故
、'.
ド
イ
ツ
民
注
哄
和
国
に
；お
い
'て
独
訳
が
.出
版
さ
れ
た
。：
本
稿
ば
、
':
V
J
:

 

の
：独
'訳
に
ょ
っ
^
.い
る
。
：
_
-'
.':
,
■

ハ
 

本
書
の」
「

構
は
へ
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る

:1
1
....

ご'

,

：:
.

.

一
八
九
五—

九
九
年
：の
国
際
情
勢
に

.対
す
る
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
認
識
.
1
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第
一
,

:'
'
'
'
ナ
九
世
紀
芣
の
„ド
イ
ツ
帝
国
主
義
い
¥
_ま
義
と
外
夂
.ベ
ー
i
 

特
徴
づ
.け)

.： 

:

第
一
..一章
、
ト
ラ
ン
ス
*ゥ
ア
■:丨
ル
危
機(

一
八
九
五—
一
八
九
六
年)

AJ

ド
イ
ツ

::

第
ー
：11章

::
'
'ド
イ「

ツ

外

交

ぜ

、
.

- 1
::八
也

五

リ

ー

：
八

九

六

年

の

時

代

：の

三

国

同

盟 

.'
第

四

章

、
：
：植

民

地

問

題

;,
'
露

独

関

係.お
.ょ
び

、
：
：
近

東
.危

機

久
1
八

九

六

年. 

第

五

章

、.近
東
危
機

-'
;
;
'
英

紈

関

係

お

：ょ
：
び

';
'T

八
九
七
年
の
時
代
の
植
民
地

へ
第
：六
萆
、.
政
府
危
機
^
:
艦
隊
計J

f
:(

一 
八
九
七
丨
ブ
八
九
八
年
崈
' 

,

:
:弟
七
章
^

.ー，
八

：
九

七

丨
1
八
九
八
年
に
お
け
る
、
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
支
那

侵

略

へ..
.
:'
.

,;
^
 

.

.
;■

'

■第
八
章
、
対
露
同
盟
に
t 

vて
の
：
英

独

会

談

と
> 
ポ
ル
ト
.ガ
ル
植
民
地
に
関

' 

_する
.協
定
.：.

(

.
1八
，九
八
.年
>::
'

ぐ

ン

.第
九
章
、
米
西
戦
争
、
' ド
イ
ツ
^
国
主
義
の
反
ス
ラ
ヴ
政
策
の
強
化
、
ド
イ 

:
:ツ
外
交
、.本
ょ
び
バ
グ
iタ
I

ド
鉄
道「

(

一
八
九
八
丨
.一
八
九
九
年)

，
第

十

章.
ニ
十
世
紀
に
庳
ん
：で
_
:ソ
'
'.
/

*.
:
'

,
結

論::
-
'
'.:
-
.- :.
:
/;
:

:
.イ

':

:

«

.

.■ 

■ 

. 

.■'
 

-
ン
.
V
. 
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{注
i
o:-
'.
v
拙
稿
、「

議
会
制
度
と
：

H

シ
ゲV

ル
ス
.

」

、
：
三

田

学

会

雑

誌

、

::
'
.
第

五

十

三

卷

第 

:
:' A
号
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i
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u
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D
i
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o
m
a
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cu
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4
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c
h
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E
n
d
e
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v
§ 

r
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1954.

I

前
述
の
'

イ
ヱ
ル
.
サ
リ
ム
ス
キ
ー
の
.著
書
の
目
次
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
な
よ 

:

，
に
ン
著
者
は
ど
ニ
^

九
兔
年
が
も
五
年
間
の
ぶ
国
際
她
諸
事
炉
ゆ
分 

じ
て
、
- a

際
関
係
展
開
の
本
質
的
究
明
を
試
み
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
稿
も
.、
 

章

を

追

：
ゥ
て
；、

.国

. ^

関
:«

の沐質：
握にお

^

る
ド
；イ
■ッ
社
会
民
^
1
;党
：の
» . 

本
的
欠
陥
に
つ
い
て
の
、
著
者
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
^
た
い
と
思
う
*

•
⑴

，ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
危
機
に
対
す
る
評
価

1

八
九
五
年
十
二
月
三
〇
日
、
武
装
し
た
ジH

丨
ム
ソ
ン
の
一
隊
が
、
南
ア 

フ
リ
j

の
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
共
和
国
に
侵
入
し
た
の
を
契
機
に
、
英
独
の
対 

立
は
頂
点
に
達
し
た
。
事
件
そ
の
も
の
は
、
ジ
エ

ー

ム

ソ

ン
.隊
が
、
数

日

の

.う 

ち
に
捕
え
^ '
:

れ
て
、
あ
っ
忖
.な
<'

お
わ
.
0
た
が
、
歴
史
上
有
名
な
、
ゥ
ィ
ル
へ 

ル
A

一
世
の
.『

ク
.
リ
'

ユ
-
I
ゲ
ル
，電
報』

-が
し
め
.
し
，て
い
.
る
よ
う
に
.、.
英
独
間
に 

消
え
が
#

い
し
こ
り
を
残
し
た
。

イ

エ

ル

本

リ

ム

ス

キ

一

，
に
一
よ

.
れ
ぱ
、
.
こ
の
琪
件
は
、

一
八
八
五
年
の
'ト
ラ
. 

ン
ス
ヴ
ァ
し
.
ル
：通
商
条
約
締
結
以
来
急
速
に
伸
び
た
ド
イ
ッ
の
経
済
進
出
と
、

S

の

地

に

対

す

る

英

国

の

，
経

済

的

利

害

の

衝

突

に

：

.ほ

か
.
な

ら
'
なi

ば
l

b

。

ま 

，た

、'ト
ラ
ン
ス
ヴ
ア
}

ル
：を
め
ぐ
}
^
英
独
の
対
立
は
、.
ケ
ー
プ
：.タ
ウ
.
ン
か
ら
■力
，

ベ
イ
ロ
:^
:達
ず
^.
ア
-,フ

ネ

力

大

植

民

地

建

設

を

構

想

す

各

英

国

植

民

グ

ル

i
プ
の
一 

べ
:»
通

-|
|
-:|
1
考

.：独
顧

東_ァ
^:
=

;̂;
:
'激
領

南

西

テ

，
:7
^

を
南
7
フ
リ
.ヵ
に
.つ
く
ろ
.ぅ
と
：す
る
ド
ィ
ツ
植
民
グ
ル
ー
プ
の
膨
脹
計
画
の
、
 

正
面
衝
突
を
い
み
し
た
こ
と
が
、
危
機
を
一
層
鋭
い
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。
 

た
.だ
、
ド
ィ
ツ
が
海
軍
力
を
欠
き
、
英
国
が
.ョ
ー

ロ

ツ

パ

で

孤

立

し

て

い

，
こ
た 

め
.に
、

両
国
，
の
-戦
争

と

な

ら

な

か

っ
•
.た
の
で
あ
っ
た
。

':
;
.
:
''
^
者
は
：'
ト
ラ
へ
ン
.:̂
ヴ
:7
:丨
^

:.
.
-
.
'
:

交
路
線
ハ
',.
-
!大
陸
同
盟』

'計
画
.に
.注
自
す

'?
>
。
ー『

大
陸
同
盟』

へ
計
画
は
外
務
省 

の
実
力
者
ホ
ル
シ
ュ
タ
ィ
ン
に
よ
っ
て
案
出
さ
れ
た
も
の「

で
あ
る
が
、

一
言 

:

:で
い
-
て
、.
'英
国

敵

：視̂
,軸
に
し
て
、

一
一

一
：
国

同

盟

と

露

仏

同

盟

の

.
接

近

を

は

か
 

ろ
ぅ
之
す
.る
:%
の
.で
あ
つ
た
。
.し
か
し
、
も

0
と
複
雑
な
と
こ
；ろ
に
、
こ
Q
lf
.
 

画
の
^
当
の
意
味
が
あ
っ
た
。
当
時
、.
ド
ィ
ツ
の
世
界
政
策
が
英
国
と
の
0

^

 

を
ひ
き
.お
と
さ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
、
し
*た
い
に
は
0
き
り
し
て
き
た
が
、
 

■ホ
ー
へ
ン
口
ー
エ
を
宰
相
と
す
る
ド
.ィ
ツ
政
府
は
、
英
国
を
ド
ィ
ツ
の
主
敵
と 

•考
え
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
い
ぜ
ん
、
英
露
*
央
仏
の
和
解
し
が
た
い
対
立 

:を
が
-

信̂
じ
、
：ド
^
'ツ
に
，お
，い
：て

は

露

仏

と

の

両

面

戦

争

を

¥
想

し

て

，い 

た
。
こ
れ
は
、
ド
ィ
ツ
参
謀
部
：の
軍
事
戦
略
が
'、
，
モ
ル
ト
：
ヶ
4
ヮ
'ル
ン
ア
ル
ゼ
ー 

シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ン
へ
と
ぅ
け
つ
が
れ
、
.：相
互
に
部
分
的
な
ち
が
.い
を
ふ
く
み 

な
が(
_
も
、
共
通
し
て
、
対
露
仏
戦
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
、に
よ
く
し
め
さ 

れ
て
い
た
。

.

. 

.

"

で
は
、
'『
大
陸
同
盟』

：
計
画
の
本
当
の
狙
い
は
な
に
か
?,
.
,
.
そ
れ
は
、
.
海
軍 

カ
を
欠
い
先
現
状
に
'お
い
て
英
国
に
挑
戦
せ
ざ
名
を
£
な

い

'ドィ

ツ
の
弱
点
を 

外
交
的
に
補
強
し
"
.海
軍
力
増
強
の
：睁
間
的
余
裕
を
生
み
だ
す
と
同
時
に
、
英

国
お
よ
.，び
.露
仏
の
間
.に
本
> 
て

『

自
由
な
立
場』

を
留
保
.し
、
.英
国

..に

孤

立

化
 

の
恐(

蝴
^
も
っ
て
迫
り
：ぐ
贫
国
か
ら『

代
償』

，
を
ゆ
す
り
■と
ろ
う
ど
す
る
こ
：と

で
あ
'
:っ.た
：
。
'
、.

:

.■

■
. 

.

:

.

ー
ー
十
世
紀
初
頭
ま
で
づ

.づ
、い
た
と
の
外
交
路
線
は
、
ド
イ
ツ
の
孤
立
と
い
う. 

逆
の
結
果
に
お
わ
0
た
，。
.著
者
は
’
'
'
な
の
期
間
.
£
'英
独

€>
.対
立

が

，
、
国

際

関 

係
全
体
を
規
定
す
る
基
本
的
矛
盾
と
な
る
に
至
り
、
そ
の
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
か 

.ら：『

フ
リ
ー
•
.ハン
ド』

政
策
の
余
地
を
奪
っ
た
も
の
と
し
て
、

.C
:
れ
を
説
明 

,す
る
。
実
.は
、
こ
れ
が
著
書
全
体
を
莨
く 

■ライ
ト
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
る
。.
か
か

.
 

石
意
味
に
お
い
て
、

一
八
九
五
.

〜

九
六
年
の
ト
ラ
ン
.ス
ヴ
ァ
ー
ル
危
機
は
、
そ 

の
後
の
国
際
関
係
.の
：展
開
を
象
徴
す
る
歴
史
的
事
件
で
あ
•?
た
、
'レ
奢
者
は
考

'
 

え
る
の
で
^
-る
.。
'

.
:で
は
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
は
、
ト
.ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
危
機
を
ど
の
よ
.う
に
.
 

う
け
と
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

.『

フ
ォ
.ル
ヴ
^

ツ̂』

が
、
他
の
ド
イ
ツ
.紙
同
様
、『

ク
リ
ユ~

ゲ
ル
®
報』

を
歓
迎
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
' 一
八
'
九

六

年

二

月

十

三

日
 

の
帝
国
議
会
に
お
け
'_る討
論
..
ヵ
ら
.、卜
.こ
.
'れ..を
明
^

か
.'に
し
よ

.う

°.--
.リ
.
.ヒ
.タ
ン
丨
-等

，
.
.
. 

の
自
由
思
想
家
党
の
；.一
部
.を
除
い
て
、
殆
ん
ど
の
政
党
が
政
府
支
持
を
表
明
し 

た
な
か
に
あ
っ
.て
、

A

•ベ
ー
べ
ル
は
、
強
く
政
府
を
批
判
し
た
。

A
•
べ
ー 

ベ
.ル
の
政
府
批
判
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
.つ
ぎ
の
.点
で
あ
っ

た
。

'へ
第
—*
,:
:0批
判
の
中
心
.は
'
:̂:
.ィ
ル
^
'ル)

ム
：1
1
«;©
好
^
:§\，：冒
險
的
ガ
法
^/; 

対
し
て
む
け
ら
れ
た
。
.■す
な
わ
ち
、
' か
，れ
は
い
ヽ
ロ
シ
ォ
や
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て 

は
一
度
も
や
ら
れ
た
こ
と
、の
な
い
よ
う
な
挑
発
的
な
や
り
方
だ
、
と
い
い
、
ざ 

ら
に
.
.こ
う
し
た
や
り
方
は
、
国
民
の
知
ら
ぬ
.う
ち
に
、
.ド
イ
ツ
.を

英

国

と

の 

::1

.八
‘九
五—

九
九
年
の.国
際
情
勢
に
対
す
る
：ド
：

戦

争
.に
突
入
：さ

せ

る

こ

と

に

な

ろ

う

、
と
い
つ

て
政
府
を
攻
撃
し
：た
。

.
第
一
.一
.
.
.
英
.狹
の
不
和
は
、
ド
ィ
ツ
の
ブ
'
.ルジ
.
.ョア
'
.ジ
I
.に
ょ
つ
.て
、
' こ
と
.さ
.
 

ら

◊
く
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、.
.
.
ロ
シ
ア
^
と
.り

い

ろ

う

と

す

る

政

府

の

政 

策

か
^
生
：じ
：
た
も
の
.だ
、

と

批t
tt
t
t
。

V
.

:

.

广

著

者

は.” 

i

6

A
;.
-

^

主
義
的
性«

と

、
そ

办

增

大

.

'1
/

る

：1̂

^

视
し
、
両
国
の
対
立
の
原
因
を、' 
ゥ 

ィ
ル
：

.

へ
ル
：ス
1:.
1世
の
：好
戦
的
態
度
に
も
と
め
る
こ
と
^

ょ
つ
て
、‘

対
立：
を
、
偁 

.

篇
的
、

一
.

時

的

、
人
為
的
な
も
の
と
す
る
弱
点

'
を
：み

る
0:
で.

あ

08
^

1。.

.

.

.

.

.

.

.

I

:

 

•

 

-

.
; *.  

...r  

.

ぐ

 

.

.

•

....... 

.

.

：.

⑵

へ
：：ニ
：霞

同

盟

匕

対

す

ネ

評

_
ゾ

：： 

.

..
:■
 

_-

八
办
六
部
十
月
、：
ビ̂

マ
ー
ル̂

は
、

か
九
の
時
代
に-

、：

露
独
間
に
秘
密i

一

重
保
障
条
約
が
結
ば
れ
て
い
た
^
,と
を
暴
露
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
の
通
商
政

::

策
を1

€
満

と
^

る

喪

業

者

の

政

府

琰

撃

の

--
環

で

■•
;

:1
..こ
0
:
問

潘

は

：、
同
年
ず
ー

:'
:
,月

ま

ハ

自̂

•た
が
、
社
会
段
主
党
か
ら
た
.つ
-た
、

W

*リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の」

演
説
は
、
当
時 

の
.社
会
民
主
党
の
外
交
路
線
を
し
め
す
も
の
と
.し
て
、
特
徴
的
で
^
つ
た
。

}

.
力
れ
は
,
, 一一
m
保
.障
条
約
を「

'不
名
誉
な
条
約』

'
.で
あ
り
、

「

同
邦
に
対
す 

る
裏
切
り」

で
あ
る
と
い
づ
■.た
：。

そ

し

て

、

ロ
；
ゾ
ア

.と

.の
侵
略
か
ら
ド
ィ
ツ
を 

:

守
る
'

た
：；!

S
:

三
国
同
盟
を
強
化
し
、：
.英
国
に
接
近
す
る
ょ
う
に
、:.
要
求
し
た
： 

の
で
；あ
る
.。

' 

•

ィH

ル
サ
リ
，ム
ス
キ
I
は
、
こ
の
ょ
う
か
外
交
路
線
が
、
い
か
に
ま
ち
が
：?. 

.て
：.い
る
が
を
_
:̂
^
に
：す

.̂:

衣
め
、
:-
1八
.九
-b，
年

Co
.
国

同

盟

吏

新

難

航

の

'経 

緯
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。

- 

，
六1.U 

(

八
三
九)

；



_
:
-
:
篇

邊

れ

ば

バ

1
1菌

同

湯

：.；_

年
代
中
頃
|

ず

 ̂

r
:

:;伊

の

帝
:0
主
義
他
：要
求
の
鄭
靜
な
う
わ
戰
が
妒
藤
づ
^

安
焦
也
；ぢ
が
が̂

に

；
し
-'
:: 

ぺ''
'
.て
^
'^
，

即

ち
,'
'
^
:
ド

イ^ :
^

ど

省̂

へ
同
盟
は
必
ず
じ
：%-
-
-役
_
立
：た
ず
'
:詬
る

^:
合

：：に

は

、
：

「

犬

睹

同

盟¥;

.を
内
部
か
ら
.は
.ば
ま

れ

る

状

態

す

.ら

生

ん

だ

„■

.
ま

た

、

全

ド

イ

ツ

同

盟

.に

み

ら

れ

る

ょ

.う
に
、
填
に
対
し
て
は
、
ビ
ス
マ
ル 

ク
時
代
好
ん
_で
L
わ
れ
た
.
.

「
•#
族
共
感」

；.(stammessympathien)'

に
代
0
て 

「

大
ド
イ
ツ
主
義
：

」
.eeutschtum).

の
.理
念

が

語

ら

.れ

る
.に
：至' 0 :

た
。：，

■.他
面
■:塽
‘
:«
0
;場
合
%:
;
，九
©
年
の
、中
頃
に
ば
事
情
ば
根
本
的
に
変
-:
哼

^
:-
.
'
 

.坡
は
、
ド
イ
ツ
の
強
い
歡
響
下
に
あ
：り
な
が
ら
も
、.，独
自
.の
利
益
.に
•
.も.と
づ
い 

て
、
.そ
の
民
族
政
策
、バ
ル
カ
ン
政
策
を
追
求
し
た
。
従
っ
て
、ド
イ
ツ
が「

大 

_陸
同
盟」

へ
政
策
に
^
5>
で
'
:ロ：シ
ア
接
近
めM

を
旗
^
：:澳
露
対
立
^
ま

著

ご

ま'.
:
'

」 

れ
.る
'の
を
お
そ
れ
て
^
の
膨
脹
政
策
を
必
ず
し
も
支
持
し
な
い
の
を
み
る
と
、
 

英
国
接
近
：を
試
み
で

::
-
'兰
国
同
^'
ぞ

ゆ

：
る

が

：
じ

：た

。
：
犯

ぉ

ょ

び

»:
ア

オ 

出
を
狙
う
イ
タ
リ
ー
の
.場
合
%■
同
様
：で
，

1
;八
九
.五
年
十
月
め
^-
べ
：シ
：せ
ア
^

: 

略
に
対
し
、
予
期
し
た
ょ
う
な
ド
イ
ツ
の
援
助
が
え
ら
れ
ぬ
と
知
る
や〔
英
国 

と
^
中
^
.協
宠
.の
協
議
を
開
始
し
ド
イ

-ツ
か
ら
紙
れ
る
動
き
を
し
め
す
.こ
と 

に
-ょ
づ
-て
、'
:

: ー11

国
同
盟
を
内
部
か
ら
ほ
り
ぐ
ず
す
か
向
^•
す
す
极
だ)

。
-':

.'
■こ
の
：ょ

う

に

、--
:
八

九

七

年:5: 

き
カ
行
お
れ

.

.非
常
な
1-
.扩
.の
す
ぇ
ド
:̂
'7
0.
^
庄
的
態
度
に
ょ
0.て
辛

う

_じ

.

.

て

更

新

に

成

功

じ

た

雄

実

：は

‘
.:三

！！

同
盟
が
、：
形
式
：上
防
衛
的
セ
ぁ
る
、に
ず
ぎ

：
:

 

ず
"
本
質
的
に
は
’：：侵
略
都
な
，
帝
国
主
義
亂
な
性
質
の
.も
の(

で
ぁ
っ
た
こ
ど
.
 

に
ょ
る
、
.ど
箸
者
：は
結
說
す
る

:0
従

.っ
'て
、
.：评
>
'
1丨プ
ク
ネ
ビ
>:
:

同
盟
を
侵
略
的
な
ロ
シ
ア
に
対
す
る
、
も
っ
ぱ
ら
防
衛
的
な
機
構
で
あ
る
と
.み 

.て
、
こ
の
強
北
を
平
和
の
保
証
と
考
え
る
と
と
は
、
歴
史
的
現
実
に
反
す
る
ご 

あ
っ
た
。.
こ
こ
に
、
莘
者
の
社
会
民
主
党
の
外
交
路
線
に
対
す
る
批
判
が 

あ
る
。

⑶
？
 

'ギ
：リ
：シ
/ャ
{

:

^
ィ

ッ

は

、'.
:
<〇
年
^
に

ド

ル'
.コ

(

軍

隊

再

編̂

加
；わ

？
て
：以

来

、

.
ト
：
ル
ー
コ 

ン
：
へ
：
；
の

接

済

的

影

響

私

強

め

て

：
い

'A
九

；

一

一
一
：
.年
-:
:
月

の

鉄

道

免

許

め

取

得 

ぼ

l
i
s
e
h
l
—
I
c
o
n
E

は 
と
く
に
英
仏
に
銜
擊
を
与
え

ハ.
:̂,
,
:
.
当
時

''-
'崩
..
壊
..の危
機
に
.
.̂
-っ
：て
'い
た
.
.>
.
,
.
ル
，コ
へ
を
.め
■ぐ
列

強

'の
利
害
'対
立 

-'
'
:は、
ゝ
複
雑
を
植
め
^
お
ヴ
、；.
ロ
'
;ン；ス
'
;タン
チ
.：ノ
.，1
プ
'
.ルは
、：
国
際
関
故
の
パ
ロ 

■'メ
i
.タ
！
で
あ
つ
た
。：

::
;
;
.
:
1
:A
&
ハ
年
春
が
ら
夏
戛
に
が
也
、：
.ズ
'ル
タ
；ン
：の
：ア
ル
；メ
~
ア
钜
民
迫
害
が
お 

こ
り
、：
国
際
的
な
関
.心
を
よ
ん
.だ
が
、
換
露
と
%■
に
、.
近
東
の
現
状
維
持
を
の 

ぞ
ん
だ
。.
ド
ィ
ッ
も
ま
た
同
じ
態
度
を
と
0
.た
が
、
そ
れ
は
、
ト
ル
コ
内
の
民 

■族
：運
動
が
バ
ル
ヵ
シ
の
民
族
運
動
を
は
げ
ま
し
、
a

H洪
を
苦
境
に
お
と
し
い 

れ
る
の
を
お
そ
れ
た
の
と
、
.ド
ィ

プ

進

出

に

好

適

な

ス

ル

タ

ン

の

，
政

治

支

配

.の 

崩

壊

を

お

そ

れ

た
.た
.め
で

あ0.

た
..。_
 

.

,

:■:
ィ

ギ

リ.ス
：に
ど
：,0
'て
,:
'
.
:
事

情

は

ち

が

：
っ
そ
い
：た

。
シ
当
時

''
ト

キ

.コ

や

近

東

と 

み
英

&
貿
易
の
—-
部
林
ギ
卞
シ
ャ
を
経
由
し
て
い
た
が
ハ
英
国
を
バ
ル
ヵ
ン
か 

ら
駆
逐
し
ょ
ぅ
と
す
る
ド
ィ
ッ
.の
試
み
は
.、

こ

と

で

も

少

な

か

ら

，
^
成

果

を

あ
 

げ
て
い
た
。
従
っ
て
"
ギ
リ
シ
ャ
は
英
国
に
と
っ
て
東
方(

小
ア
ジ
ア
.

近

、̂

 

エ
ジ
プ
ト)

.へ
の
戦
略
拠
点
で
あ
り
、
ま
た
、
ト
ル
コ
.が
崩
壊
し
た
.さ
い
；の
、

発
言
力
確
保
の
く
さ
び
で
も
あ
っ
た
メ
英
国
が
：
ブ
ル
メ

_'
ー_ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、

•
ス
ラ
ヴ
、
，
マ
ヶ
ド
-一
ァ
#.
:
の
住
民
の
.逾
動
に
好
意
を
1>
め
し
：た
背
後
に
；
は

、

.

.こ_
 

ぅ
し
た
事
情
が
あ
っ
だ
の
で
あ
る
0

:-
*
八
九
：七
年
.
.

一

月
.
.''
:
:グ
'レ
.タ
に

新

た

に

発

生

し

た

^
.
リ

.シ
.々
帰

属

を

求

め..
る
.
 

反

乱

は

、

一
一
月
十
六

--
-
0
'
.
^

は
，
ギ
リ

シ
：ャ
軍
の
グ
レ
タ
上
陸
に
迄
発
展
し
た
。

.,
か
く
.て
、
前
述
の
、
複
雑
な
列
強
の
利
害
対
立
が
激
化
す
る
こ
'.
-と
；，ど
な
っ 

た
。
%
来
、
：>:
方
問
題
に
は
関
心
が
な
く
、
た
だ
平
和
の
維
持
を
の
ぞ
む
だ
：け
へ 

だ
と
い
ぅ
激
度
を
と
プ
て
い
た
ド
ィ
ッ
は
、
積
極
的
に
、
列
強
：に
よ
る
球
.
^リ
，
 

シ
：ヤ
'¥
事
干
渉
の
へ
ゲ
モ
二
ー
を
と
り
、
ト
ル
.コ
の
対
ギ
リ
シ
ヤ
戦
を
：支
持
.レ
.
 

始
め
た
。
そ
の
好
戦
的
性
格
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
派
を
含
め
て
国
内
に
不
安
を
よ 

び
議
会
で
論
議
さ
れ
f

ど
、
は
げ
し
い
も
の
で
ぁ( ？

3) 。

英
国
、の
場
，合
は
逆
，
 

で
あ

°
た
。
即
ち
，
，.形
式
的
に
は
傍
観
者
の
立
場
を
よ
そ
お
い
、
ド
ィ
ッ
の
1 

き
に
.水
.を
多

し

，
，
国

際

的

：軍

事

干

渉

の

：計

画

を

流

産

さ

せ

.る
べ
<;
:努
^
た
。
£:
:
:
 

の
よ
デ
な
、'英
独
の
ち
が
_っ
た
思
惑
は
>
:
'
列

強

の

足

並

ゼ

钆

し

、
：
ギ

:̂
:
シ
：，.ヤ.
<
 

ト
ル
コ
戦
争
を
不
可
避
な
も
の
と
す
る
に
至
っ
た
。

一
 

四
月
に
開
始
さ
れ
た
両
国
の
戦
端
は
、.
一

力

月

た

ら

ず

で

ギ

リ

、ゾ
.
ヤ

の

敗

^

.
 

の
ぅ
ち
に
お
わ
-0
,、
五
月
十
九
日
に
は
休
戦
条
約
が
結
.
^

5
f
b
。
，

+
ル
コ
の
苹
事
的
勝
利
は
ノ 

.とり
も
な
.お
.さ
ず
、：
ド
ィ
■ッ
の
政
歡
.的
^
利
で 

あ
り
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
ド
ィ
ッ
の
影
響
を
著
し
く
強
化
し
た
。
そ
れ
は
、
従 

来
の
経
济
的
利
益
に
加
^

ば
や
ク
饫
象
め
敗
治
胙

-
戦
略
敗
利
益
を
.
.

に
至
り
、
ト
ル
コ
を
舞
台
と
帝
固
主
義
的
対
立
に
、
新
た
な
局
面
を
き
り 

ひ

ら

く

こ

と

に

な

つ

だ

の

で

あ

1̂
。

イH

ル

サ

リ

ム

ス

キI
に

よ

れ

ばd
ギ

リ

シ

ャn
-
Kル
コ
> 戦
争
I
、

か
か
る 

,
'':
1
/九
;2
:
丨

九
^1
年

め
@

情̂

勢

に

対

す

る'ト
ィ
ッ
：
社
会
民
生
党

.の

.認
^

も
の
で
あ
つ
た
。
 

.

.
，
 

,

:::
■
:
•
:
.

:で
は
"
'社
会
民
主
党
は
、.
.
.
.

ど
の
.ょ
う
に
、
.こ
れ
を
評
価
し
た
'で
あ
ろ
う
か
？ 

疫
ド
イ
ツ
の
近
東
政
^

^「

静
観
政
策」

か
ら
、
積
®
的
な
軍
事
干
渉
へ
と
急 

〗

傲
な
変
化
を
^
せ
.た
情
勢
：の
も
と
で
、

|
.八
九
七
年
|
|月
ニ
十
ー
瓦
、'
帝
国
議 

会

：^
.
-■
'
の
間
題
を
討
議
.^-
'
*
^
 

■全
ド
ィ
メ
同
盟
の
ハ
.
.
.
.
L
.

ゼ

'..
、v-rr.

ミ
ツ
'ト
.ら
は
一 

政
府
の
方
針
を
支
持
し
1
..'自由
思
想
家
£兄
'の
：，リ
.匕
.タ
ー
«
、
ピ
ノ
ス■:
マ
.ル
：ク
：0
伝 

'統
的
.な

「

慎
重
策」

に
も
ど
る
ょ
う
-要
求
し
た
。
.
•.
''

:

.:
☆
社
会
^
主
党
は
1.
'
'
の̂
^
論
に
加
わ
ら
な
か
_っ
た
が
、
所
^
®;
府
.の
政
策
を 

れ
な
‘い
か
ら
だ
、
と

『

フ
オ
ル
ヴ
エ
ル
.ツ』

.は
、
.'
:
そ

の

理

由

'
を

説

明

し 

た
。
し
か
し
、
実
は
、
近
東
を
.め
ぐ
る
政
策
に
.つ
い
て
、，.党
内

に

意

見

の
不

一

：
 

致
が
.あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

K 
•
カ
ウ
ツ
キ
I
は

、

ギ
リ
シ
'
.
ャ

や

蜂

起

し

た

住

民

だ

け

で

.な
く
、
ト
ル
コ 

.と
闘
う
:-
ル
.カ
.ン
諸
国
家
；や

^
リ
:̂
:
:ト
；教
'^
民
令
も
.支
持
す
べ
.き
だ
と
い
づ 

た
。
か
れ
は
、
ト
ル
コ
の
.ス
ル
タ
ン
を
、
ツ
ァ
ー
ル
の
最
も
忠
実
な
家
来
で
あ 

る
と
，み
て
い
た
の
：で
、
'ト
ル
コ
に
対
す
る
闘
争
を
、
ロ
シ
ア
に
.対
す
る
ヨ：—

 
ロ

( ツ
：：

パ
.民
主
主
義P

■闘

W 

.リ
I
プ
.ク
ネ
'ヒ
.ト
は
、/
ク
レ
タ
，の
ギ
リ
シ
ヤ
へ
の
併
合
や
、
バ
ル
カ
ン 

の
民
族
運
動
は
、
バ
ル
カ
ン
を
ロ
'

S

ア
の
砦
と
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
と 

理
由
で
s
.
_ 

K 

*v.

力
'̂-

...

ツ
キ)

1
.
.
.

の
意
見
に
.反
対
し
、，
'
,
ク
.レ
：
タ

の

自

治

を

主

張 

:
:
L7t
げ
か
.れ
は
当
時
め
之
ラ」

S
X'
:の
跃
情
の
不
安
定
に
法
目
し
、：

メ
リ
ー
ヌ
内
.'

.閣
办
崩
墩
比
V :

露
仏
.同
盟
を
解
体
し
- '

英
国
と
攻
守
同
盟
を
結
ぶ
新
孜
府
を
1
へ 

生
さ
せ
、
露
英
の
抗
争
を
主
軸
と
し
た
ヨ
ー

口
、
'ツ
パ
戦
争
へと
発
展
す
る

だ
ろ 

う—AT

み
た
。
こ
の
戦
争
で
ツ
ァ
'丨
ル
.が
仆
れ
る
こ
と
に
ょ0

て
近
東
問
題
、
パ

ぐ

.む

^
^ ̂

べ

.六
五
.
'
.
.
51
.四
ニ()

： 

'
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1885 1893
輸入 949 14 _
輸出 16,500 33,25.0
:(出所，Jerussalimski, 
S. 480)

⑷
：：

ド

イ

ツ

の

支

那

侵

略

を

め

ぐ

る

評

価

へ

：

.
3
. 

- 

.

25
0
.
.'.kr
，
 

.
—*
八

，
九

三

、
年

の

ド

イ

'ツ
，
の
：
対

支

那

貿

葛

は

， 

^;

18
:.
.
:
:

〕

14
,
;33
,
/
 
0
 :

:ン
：：
ー/\
<
五
年
に
く
ら

.ベ
、
輸
出
額
に

-お
.い
て
約
. 

咐

：

m
l.'-

f

 

:

n倍
と
な
つ
た
が
、
一
殆
ん
ど
が
.
.
支
那
市
場
を 

o
1 8:
■'
.
'■:

:
1 6

f
i
) 

t
暫

し

て

い

だ

：英
国
商
社
と
：提
携
し
て
行
わ
れ 

....... 

...:

入

-'
,出
'_4.

た
.。
.̂
那

.に
あ
.る
ド
.ィ
'ッ
■銀
行
資
本
も
、
ィ
ギ

(

;
_
1
;
.
;

1^
:
輸

.:
'
.
:
^
?
リ
ス
'の
.銀
行
、
特
に
、
香
港=

上
海
銀
行
と
密

• 

六
六
：(

八
四
一
-

(

注

8')

' a. a. 

p s. 313--314.

.
 

’ 

.

.

.

(

注 

9) 

a. a
.

P-S. 

2
100
.

(

注
1 0)

.. a;, a. 0., s.. 186.

(

注

.11) 

a, a. 0., S. 313-314.

(

注

12
,

) 

a. a. 0:, S. 26

00-271.

(

注

13)

_
 

a. a, 

p
. s. 

3
7

3
1

3
7

4.

s
14)

，
a
.
a
.
p
,
.
s
.
co
7
7
l
3
7
9
.
'

(

注

15)

ブ
八
九
七
年
の
政
府
危
機
で
、
外
務
大
臣
の
職
を
去
っ
た
マ
ー
シ
ヤ
ル 

は
、

コ
ン
ス
タ
•ヴ
チ
ノ
ー
プ
ル
駐
在
ド
イ
ツ
大
使
と
な
っ
て
、

一
九
二
一
年
ま
で 

活
動
し
.た
。
か
れ
は
、
ゥ
ィ
ル
へ
ル
い
ム
ニ
世
の
信
任
の
：厚
：か
;0
た
大
使
館
付
武
官 

モ
ヘ
ル
ゲ
シ.と
共
同
し
•て
ト
ル
コ
の
.戦
略
的
意
義
を
強
調
し
た
。
 

,
 

a；, a. 

p
, s. 678—680,

(

注
这

.ン
，

V0rwarts5'-V0m. 25，Februar 

100
97'
p'.a,

©..'* .s
..

絮 

§
17) 

a.a. 0,'s. 36S-37

.P

ル.
カ
ン
阶
題
は
ニ
き
ょ
に
解
決
さ
れ
る
だ
ろ
ぅ
、
と
考
え
て
い
'
た
。

■お
の
、
ニ
人
の
見
解
は
、
具
体
的
な
政
策
め
点
で
は
ぢ
が
ぃ
は
ぁ
つ

.て
も
、

す
る
防
塞
に
し
よ
う
と
し
.た
こ
と
、
お
よ
.
び
、
.
口
ご
ゾ
ア
に
対
す
る
と
の
よ
$
な

:
:
:
韻
ぃ
に
ぉ

-̂
:
て
、(
養

：钇
ョ
|:
1:
ロ
ネ
パ
^

电

主

氣

仏

通
し
て
い
た
？
こ
こ
に
，イ
ヱ
ル
サ
レ
ム
ス
キ
ー
の
批
判
点
が
あ
つ

.た
。
■
著

若

は

こ
.の
よ
ぅ
な
見
解
は
、
当
時
す
で
に
ト
ル
コ
が
口
シ
ア
の
家
来
か
ら
ド
イ
ツ
の

家
来
に
お
き
か
え
ら
れ
た
事
実
を
無
視
し
て
い
み
し

.-
ト
.
ル
コ
お
よ
び
バ
ル
カ

.ン
に
対
す
る
'イ
ギ
リ
.ス
の
伝
統
的
な
侵
略
計
固
を
軽
視
し
、

こ
れ
レ
地
域
に
对

す
る
ド
イ
：ツ
の
固
有
な
膨
脹
政
策
を
過
小
評
価
す
る
も

0
で

あ

る

、
.
と

し

て

批
 

-

•

.

(

注
17)

.

判
し
.
て
い
る
。

(

注

1)

ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル=

独
通
商
条
約
締
結
後
、
ド
イ
ツ
商
品(

鉄
，銅
鉄

.. 

機
械

•
化
学
製
品)

お
よ
び
资
本
輸
出
が
‘増
大
し
た
が
、
プ
レ
ト
リ
ア

=

デ
ラ
ゴ 

:

ア
鉄
道
開
通
後
：は
、
:.

ド
イ
ツ
は
外
国
貴
易
を
独
占
し
た
。.1

八
九
一
ー
ー
年
当
時

'
匕

： 

の
地
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
投
資
額
は
三〜

五
億
マ
ル
‘ク
に
逹
レ
た
。

J
erus

s
a
l
i
m
m
l
d
,

(». 

1
2
6
1
1
2

00'

一
 

ぃ
.
.
.
.

，ハ
'
-
.
.
:'
.
,
.
:
:
.'
.
。-'
-
':-
.
-

(

注
.2) 

a. a. 

p s. 

1
0

0. 

• 

•

®

-3
;
r
a
.
a
'
p
s
,
1
5
2
v
. 

•

■

(

注

.4

. 

)

.■. a. 

a..

o
.
, 

.s.-148.

;
注

5
>
{»
;
5»
.6.'
03
.163-4*: 

'-
 

.
s
6-
w

a
,
a
.
.
p
.
s
.
\
:
1
6
3
-
4
v ̂

s
7:) 

a;a.o.>s;30

t-
3o.
oo
.

:接

ぢ

む

す̂
で

；
い
；
た

：
。

ノ
:■
:
'

..

ド

イ

ツ

跃

府

は

、

'.
日

淸

嗍

争

勃

発

当

初

は

、

交

戦

国

双

方

に

武

器

を

売

っ

て
 

あ

げ

る

以

外

に

.#
別

.の

関

心

は

%'
■
:
っ
；て

：
い
：
な

i
vv
、
，

.と

言

明

：
し

：
て

：

1;
>
'
た
 

が

、

，
口

シ

ア

か

ら

:'
仏

.と

典

同

1>
:
\

^

-
関

会

談

ね

干

派

ず

る

.計

画

を

き

く

と

、
 

直

ち

に

と

れ

に

加

.わ

.っ
た

。

そ

れ

は

：つ

ぎ

の

理

由

に

よ

る

も

の

で

あ

っ

.た

。

：

:
第
：
 
一

-•
;
支
那
.に
対
す
る
発
言
権
を
強
め
：
極
東
進
出
の
：也
歩
を
き
ず
く
好
機 

と
み
た
.こ
：：と。
.
': /
:
■'
:.
:

■■
;

-■■
'

:,
ー：.：
,- 

.

.

第

二

:;
'

'ド

;̂ツ
：.

の
、

支

那

に

お

け

る

ラ

イ

パ

ル

は

、

英

国

と

並

ん

.で
、

急

速
 

,
fc
^
I
^
-
i
^
.
n
I
*
R

fe
s'
i

A
)t
c
i'
v

.

.第

三

，
.

ロ

.

.
シ

.ア

：の

@'
東

政

策

を

支

:̂
し

、

.と

.れ

.に

協

カ

す

.

.る

；
£'
と

.

.

.

.

に
よ
っ

.

. 

て

、
V
ロ

シ

ア

：：の

関

心

を

近

東

か

ら

極

東

に

移

し

、

英

国

と

対

立

し

た

ド

イ

ツ

の
 

国

際

環

境

を

改

善

し

よ

ぅ

と

し

た

.こ

と

。

し

か

し

.、へ

ド

の

干

渉

に

対

す

る

直

接

的

な

利

益

は

必

ず

し

.も

予

期

さ

れ
 

た

提

で

は

な

か

づ

た

。

あ

れ

か

ら

一

一

年

ほ

ど

し

て

、

.
ド

イ

ツ

'の

.膠

州

湾

！n

領

'(

：ー

.八
九

；七

.年

十

-*
5

. 

が

発

生

じ

た

。

こ

の

事

件

は

、

列

強

の

支

那

分

割

の

突

破

ロ

と

，な

0
た

点

で

歴
 

史

的

意

義

を

も

0

^

>̂
た

。
，

；

.
ぺ

^

ギ.

リ
ス
は
''
>
'

こ.

の
事
件
を
契
機
に"

露
独
関
係
が
緊
張
し
て
ゆ
く
の
を
、
. 

皮

肉

な
0 :

で
眺
め
：傍

観

的

態

度

を

と.0
-

た
。

ロ
シ
ア
の
反
対
は
、
ド
イ
ツ
を
木 

安
東.

お.

と
し
ー.

い

れ

た

程

で

あ
0^ -

が
：、.

外
相
ビ
ユ

I 

ロ
ー
は
、
，f

ゾ
ア
の
反
対 

は
、‘

ド
$

を
英
国
ど
の"
同
盟
^

追
い
こ
む
も
の
だ
と
い
い
、

ロ
シ
ア
が
ド
.イ 

:

ツ
m.

好
意
的
態
度
を
：と
れ
ば
ハ
：
日
本
そ
：の

.

他
.

ロ
* >
^

の
敵
に
；対
1̂

:

で_

ド
；十
：ツ̂

U
、>
:

ア

を

支

持

す

る

と

い

つ

て

、

ロ
シ

■
ァ

が

.態

度

を

か

ぇ

る

ょ

ぅ

に

説

(

|

^

)

。

1

八
九
五
T
-:^
L
九

年

の

，国
際
，情

勢

に

对

す

る

，ト
イ

.ッ
社

会

民

主

党
.の
.認
1
;

事
実

1八
九
ゼ
年
十

-*
月
末
か
ら
十
|ー
月
の
始
め
，に
^-
け
て
、
ロ
、

S

ア
は
そ
れ 

:

ま
で
の
■強
風
な
態
庾
食
か
^
て

来

た

。
ハ
，

)

,

■へ 

\ 

.ド
イ

：
ツ

の

膠

州

湾

旮

領

ぼ

：、；

一
〃
ド
イ
ツ9'
^
^
.と' の
関
連
で
み
る
必
要
が
あ 

る
。：.ー
ッ
八
九
六
年
以
来
、

.日
毎
^
強
：ま
っ
：
た

政

府

危

機

は

—

隊
增
強
：に
関
す
る 

ン
テ
ィ
ル
：ゼ
タ
グ
許
闺
：に
及
.学
る
ポ
ル
：マ
ン
ん(

海
軍
大
g

.の
：プ
ラ
ン
.す
ら
、
：
'

 

議
会
で
否
決
さ
，れ
た
，(

.十
八
九
七
.年
三
月
！
 
3

3

の
を
き
っ
か
^
に
決
定
的 

と
な
っ
：た
で
激
怒
し
た
ウ
ィ
ル
.へ
ル
ム
一
一
世
は
、
：

ク

I
デ
タ
丨
だ
け
は
避
げ
た 

:

ボ

、
：
外

務

太

：臣

电

'̂

.ユ:|
:

:
:〒
丨
、
へ
海
軍
大
艮
を
；テ
イ
瓜
■ビ
V
ツ
ツ
^

い

れ

か

え

て
 

.こ
れ
に
こ
た
え
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
：ー
ア
ィ
ル
ピ
ツ
ツ
艦
隊
建
造
訃
画
実
現 

に
全
力
を
あ
げ
た
。
テ
ィ
ル
ピ
，ツ
ツ
の
第
|
.
.
次

案

が

発

表

ざ

れ

だ

の

は

'

膠

州
 

湾

占
_
に

ド

イ
>7
_
内

が

お

メ

最

中

の

，
：こ
：

\と
：
で
^

た
。：
敗
府
は

「

結

集

玫 

策」

.
の
一
つ
と
し
て
、
.こ
れ
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
陸
軍
の
反
対
を
海
軍
が
お
，
 

し
き
り
、(I

じ
め
て
海
軍
が
陸
軍
に
既
成
事
実
を
以
て
答
え
た
こ
と
の
.

一

因
は

'
こ.

こ
に
あ
つ
た
。

.

イ
エ
ル
.
サ

リ

ムス
キ
I
に
よ
れ
ば
、-

-

ド
イ
ツ
の
支
那
侵
略
はこ
，の
よ
ぅ
な
も 

の
: ^.

あ
っ.

た
が
、

社
会
民
主
：党
は
、
：

.

ど
の
よ.

免
：に.

こ

れ

を

評

価

し

た

か

.
？

：

..

『

フ
オ
ル
ヴ
ヱ
ル.

ツ』

は
、

ド
イ
ツ
の
膠
州
湾
占
領
を
、
.，'資
聆
主
義
的
進
歩 

を
後
進.

的
封
建
国
家
に
察
植
す
る%•
の
と
み
た
。
さ
^ -

に
、「

ロ
シ
ア
の
脅
^」 

を
指
摘
し
て
、
英
•

米

•

日
本
の
ブ
口
ツ
ク
結
成
の
必
^

を
^

(

^

^

>

.

A

•
べ
ー
ベ
ル
は
.
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
.対
支
那
政
策
の
階
級 

的
目
的
^

つ
- ^
; -

政
府
と
そ
の
背
棒
の
ガ
を
攻
撃
1>

た
。
特
ゆ
か
れ
ぼ
、
ド
イ 

.
ツ
の
挑
発
的
方
法
を
批
判
し
-'
:
:---
*
^

が

支.
那
の
自
由
意
思
に̂

"

っ
：で̂

■
は
れ
た.

の
で
は
な
く
、
軍
靴
に
よ
る
田
迫
に 

..

. 

六七
：
：

(

八
四
三
-



ょ

る

も

の

で

あ

る

と

し

、

か

か

る

侵

略

政

策

の

強

化

は

.,
労

働

者

に

増

税

と

生 

活
惡
化
を
も
た
ら
ナ
も
の
だ
■と
強

調

し

た

。
，
，
さ

ら

に

‘か
れ
は
、
内
務
大
臣
ポ
サ 

ド
フ
ス
.中
丨
の
各
邦
へ
の
^
密
回
状
.(

ス
ト
ラ
イ
午
禁
Jh
•集
会
結
社
の
自
由
剝 

奪
を
ぅ
た
っ
た
も
の
で
"
一
八
九
七
存
十
二
凡
十I

日
付)

を
暴
露
し
、
.
' 支那
侵 

略
と
国
内
反
動
化
と
の
関
連
を
つ
い
た
"

' 

.

-

W •

リ
|
プ
ク
ネ
ヒ
ト
は
、
政
府
の
.極
東
政
策
を
、
ロ
シ
-T
に
お
ど
-ら
さ
'れ
、

ロ
シ
ア
の
利
益
に
従
属
し
て
遂
行
さ

，れ
て
い
る
と
い
ぅ
点
か
ら
批
判
し
た
。
さ 

ら
に
か
れ
は
、
英
国
と
口
シ
ア
の
支
那
政
策
を
比
較
し
て
、.
英
国
の
そ
れ
は
、
 

支
那

0
分
割

':
^
回
韻
乜
4
改

革

ぢ

通

じ>
>玄
那

钇

幸

福

に

し
;;
>
:
.
物

！̂

富

^

增 

大
に
つ
と
め
て
い
る
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
対
す
る
著
者
の
批
判
は
、.
す
で
に
明
ら
か
と
思
わ
れ
る
が
、
と
く
に 

ド
イ
ツ
の
支
那
政
.策
が
、
ド
イ
ツ
と
口
シ
ア
の
王
統
の
結
び
.つ
き
と
利
益
に
も 

と

も

の

で

あ

る

.
と

い

っ

た

把

握

.と
，
英
国
に
対
す
る
美
化
を
強
く
批
判
し 

て
い
る
。

.

.⑶
，■:

英
篇
盟
論
に
対
す

.る
評

価

：
：
く
，

ー
い
ス
ス

'ギ
 ̂

:
.
.

、ぐ
：;: 

一
八
九
八
年
の
卷
か
ら
夏
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
路
線 

——
「

孤
立
政
策」

.に
、
転
換
の
き
ざ
し
が
顕
荖
に
な
り
始
め
た
。

J 

•
チH 

ン
バ
レ
ン
が
、
し
ば
し
ば
独
走
し
た
形
で
こ
の
イ
一
一
シ
ナ
テ

イ

♦フ

を
と
り
、
ド 

■イ
ツ
、
；日
本

お
ょ
が
ア

メ

.
：
=
^
ガ

に

新

1>
'
1>
同
盟
国
を
求

る̂

方

向

を

：と
ー?
た

。
:
 

こ
：れ

は

、.'
■'世
界
の
各
地
で
英
国
0
ー
既
得
の
：権

益

が

お

び

や

か

さ

れ

、

-国
際
的
孤
；
.
 

立
化
の
危
険
を
は
ら
ん
.だ
現
状
を
打
■
す
る
'た
^

#も
の
^
あ
：っ
'た
:-
0::

;̂
ら
に

'
 

.直
接
敗
に
は
、
：.
切
迫
し
^
、
.ト
ラ
ン
ス
ヴ
ア
ー
ル
侵
略
の
為
.の
外
交
的
布
石(

で
.
：
： も

.あ
'っ.た
。

.

‘ 

.

• 

. 

•

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
、
.エ
ッ
カ
ル
ト
シ
ユ
タ
イ
ン
を
仲
介
に
し
て
、
.両
国
の
間 

に
数
次
に
.わ
た
る
会
談
が
ひ
：ら
か
ル
た
が
フ
-八
九
八
年
八
月
三
〇
日
に
締
結 

ソ
へ
さ
れ
龙
-

国̂

主

義

囯

間

欢

最

初

が

佌

界

再

分

割

協

定

^

ポ

ふ

ド

が

ル 

の
ア
フ
リ
カ
領
土
分
割
に
関
す
る
英
独
秘
密
協
1̂—

を
唯
一
の
成
果
と
し 

て
、
' 結
局
失
敗
の
う
ぢ
に
お
わ
っ
た
。

•
.露
仏
の
い
ず
れ
に
も
組
せ
ず
：
フ
リ
ー
•
ハ
ン
ド
の
.立
場
を
堅
持
し
、
た
だ 

一
^
浪
が
名
代
償
^
獲
得
规
?>
;
:為
に
^'
国
め
接
近
を
迎
え
た
i

tッ
、
‘
K 

.
:^
過
大
：な
譲
歩
'̂
す
る
意
思
舍
^;
ぐ
'%
た
な
れ

o:
た
资
尾
の
支
配
罾
と
-い
.っ
た 

.

:

根

本

的

■

灘
也'«
加
え
、
ド
イ
ッ
海
軍
勢
力
が
"
.こ
の
イ
ギ
リ
ス
ー
觀
近
を
、

ド 

'■
:
;彳
：
ケ

の

：
艦

隊
#
強
^.
掛
拆
さ
'■る
陰
謝
4
み
た
と
：い
う
事
情
ま
で
如
わ
っ
て
、
 

完
全
な
行
き
づ
ま
り
に
お
ち
い
っ
た
の
で
あ
る
.0

.
イH

ル
サ
リ
ム
ス
ギ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
.の
.英
独
接
近
の
一
.れ
ん
の
動
き
は
、

.
■

：■，
両
国
の
；' -,
世
# :

政
策」

ッ.

遂
：往
を
目
的
：と
し
た
，
：帝
国
主
義
的
な
外
交
に
ほ
か
な 

らなかった。

、

で
は
、
社
会
民
主
党
は
こ
れ
を
ど
う
む
か
え
た
で
あ
ろ
う
か
？

一
 

■'
:
:「

八
：九
八
年
四.

月
：卡
0
日
#.

の
：『

ブ
オ
ギ
ヴ.H

-:
ル
ッ』

' 

は

、
.
.
,
な

れ

を

つ

ぎ

の
 

よ
う
に
論
評
し
た
。

 

.

.

.

.
「

東
ァ
.ジ
ア
に
お
け
る
英
国
の
.利
益
は
，
ド
イ
ツ
の
状
•態
に
も
ま
し
て
、
か 

:
か
：る

同

盟

：を

必

要

：士

し

て

!•
'
:る
。：
^.
ぜ
"な
ら
':
'
う
シ
.ァ
め
敗
策
が
方
向
を
与
え
.

る
露
仏
同
盟
は
、
そ
の
.鋒
先
を
.ド
イ
ッ
に
対
し
：て
よ
り
も
、
む
し
ろ
英
国
に
向 

:

け
.て
.い
る
。
.
.；た
：し
；か
：
に
、
：
英

独

間

に

は

世

界

市

場

に

ぉ

け

る

小

競

合

が

あ

る 

し
、
.一
方
で
は
い

ま

の

ド
イ
ツ
に
み
ら
れ
る
個
人
支
配
、
他
方
で
は
,ロ
ー
ズ
べ

.リ
以

来

，
の

英

国

.外
交
の
頼
り
な
さ
が
、
障
害
に
.な
，っ
.て
は
い
る
。へ
し
か
し
こ
れ 

，は
克
服
飞
き
る
も
の
.で
：あ

る

。

露

仏

間

の

对

立

ぼ

、

ウ

ね

に

、
：.
%
っ
と
尖
鋭
だ 

が

、

両

国

は

同̂

1
ん

1?
い
.る

.0
'
;
;確
固

上

；し

た

意

志
'$
え
.あ
れ

ば

、.つ
.
 

ね

に

道

は

通

じ

て

い

1̂
。」

^

•リー

プ
ク
ネ
ヒ
ト
、
.
A 

•
べ
.
|べ
、ル
、
尸
：
“ メ 

Iリ
ン
グ
もv

と
も
に

.
 

.英
独
間
の
：対
立
を
些
事
と
し
て
扱
っ
た
が
、

K 

.
ヵ
ゥ
ツ
キ
.丨
は
、
-/'V

ユ
ト
ゥ
：
 

ッ
ト
ガ
ル
ト
党
大
会
二
八
九
八
年)

に
お
い
て
も
、
党
機
関
紙
に
お
い
.て
も
、
 

英
国
を
ド
イ
ツ
の
主
敵
と
み
な
ず
こ
と
に
反
.対
し
、
ド
:̂
ツ
.
©
:
;
1

フ
十
バ
ル
は
ロ 

シ
ア
.で
あ
る
、
と
主
張
'
,
3
^
。

:
『

フ
オ
ル
ヴH

ル
ツ』

が
積
極
的
に
，主
張
し
た
、
英
独
同
盟
に
ょ
っ
て
ロ
シ 

ア

の

，

咸

に

対

抗

げ

3
0と
-
ぅ
外
交
路
線
は
、？
著
者
に
ょ
れ
；ば
、
ド
：イ
ッ

社
会

民

，主

党

の

現

状

認

識.の
根

本

的

欠

陥

を

鋭

く

し.め
し

た

も

の

に

ほ

か
.な
ら

な

か
.

0

'-
た
.
0
. 

.

.

. 

. 

. 

\
'
.

.:

.
、
.
'
:

ン

(6
)
:
米
西
戦
争
^
対

ず

る

霞

!

:.
ム 

:

'

」
」

1
A九
：
'A
:
ぶ
四
0

勃̂
_
丄
た
米
©
戦
争
は
へ
，
，_
の
世
界
|

割̂
り
た
め
：：の
、
一
 

樣

.'
;
^
;
$
^
;

濯

£
:
;頁々
刻
ん
.だ
：。(

か
っ
賞
從
植
啟
敗
所
を
強
国
スv

イ
.

' 

ン
の
植
民
地
、
中
ユ
ー
•ハ
.と
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
が
、
新
興
資
本
主
義
国
ア
メ
リ
ヵ 

の
世
界
再
分
割
の
対
象
と
な
づ
た
と
い
ぅ
こ
と
に
、
こ
の
戦
争
の
特
別
の
意
等
.
 

^

づ̂
：̂

:
:南：7
,7
;|
次
、
支
那
問
題
で
.
.アメ
リ
：ヵ
.の
贫
持
を
必
要
：ど
1>
:
、>:ア
ン 

:

メ
リ
^
愚
第
：

】

級
の
経
済
利
害
を
^
つ
イ
ギ
.リ
.ス
.は
、
；予
想
.を
裏

抓

.
っ
て
米
国 

に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
.ド
イ
ツ
は
、
王
統
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
は
じ
め
強
い 

同
悄
を
ス
ペ
イ
ン
に
し
め
し
た
，が
、
海
軍
力
を
欠
い
た
現
状
で
、
英
国
が
背
後

-•
八
九
五
-
九̂

九

年

の

国

際

情

务

に

対

ず

る

ト

ィ

ジ

故

会

民

主

免

の

载

識

V
•
に
び
か
え
る

ア

メ

.リ

カ
と
戦
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
づ
た
。
ま
た
、
ア

メ

リ

カ
 

へ

に
対
す
る
ド

ィ

.ツ

の
経
済
奶
利
書
は
英
国
に
ら
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。：

し

た

が

っ
 

.て

.

.

.

.

1.
.
積

極

的

な

軍

事

行

動

%

、
'
.
X
ぺ
イ
シ
-か

ら
力

ロ

.

.
リ

.

.ン

.

.、
'
. 
'
マ

リ

ア

.ナ
、.
パ
ラ 

オ
を
取
得
す
る
為
の
援
護
作
戦
と
い
っ
た
形
に
終
っ
た(
こ
の
限
り
で
は
、
膠 

州
湾
占
領
.
'
^
L
E
敵
、1
る

成

果

を

；あ

げ

た
。
'

.

.

.

'
'

『

フ
オ
ル
ヴ
ヱ
.ル
.ツ』

.

.は
、-軍
国

主

義

的

基

礎

を

も

た

ず

、

は
.
て

し

な

い

建 

鹺
熱
に
う
か
ざ
れ
て
も
い

な

い

若
い
共
和
国
が
、
古
い
貴
族
的
軍
事
王
制
に
対 

し
て
非
常
な
成
果
を
'お
さ

め

た

こ

と

；
に

感

動

し

，
て

(

f
?»
L
.。： 

V
 

.米
西

戦

争

に

対

し

：て

ど

の

.よ

.う
な

態

度

を'と
；
る

，
か

と

い

，
う

問

題

は

、

選

挙

戦
 

:

:§ー
'.
#
-点
'に
.众
;0
だ
が
,
農
業
者
、
0
民
自
由
党
系
紙
は
ズ
ぺ
ィ
ン
支
持
を
主
張 

し
、
中
央
党
も
.こ
れ
に
加
わ
.っ
た
。
..
と

.の
中
に
あ
.っ
て
、
自

由

思

想

家

党

の

民 

■主
主
義
者
だ
け
が
.、.K.

メ
リ
力
'め
勝
利
を
文
明
の
勝
利
と
し
.て
祝
福
し
.た
。
.
.

.:
:;
'
.著
者
に

:<
}
:れ
ば
、：
ド
や
ツ
'社
会
貯
主
党
の
態
度
ほ
、
俞
述
._の

r
7ォ
ル
ヴ
エ 

ル
ツ』

め
.論
述
に

し

め

さ

れ

て

，い

るよ
う
.に
、
.基
本
的
に
：は
、
自
由
思
想
家
党 

の
民
主
主
義
者
た
.ち
と
'変
ら

な

か

っ

た

。

こ
，
の

戦

争

を

、
•
世

界

再

分

割

の

た

め

.

.
0
_身

め
.#
代

、'
.

「

帝

国

主

義(6
.
#代
：の

開

始

を

告

时

る
,%
め

；
と
：：し

て

.は

つ

か

ま
 

な
.か
っ
た
の
で
あ
.る
。

■
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注
1

.

)
a.'a.

p
s
'
.
.
4
8
o
l

f e
-

l
v
: 

- 

' 

V

(

注
2)

ド

ィ

ツ

外
務
次
官
ロ

テ

ン

ハ
ン
が
、
そ

の

よ

う

に

> 
ロ

シ

ア

の

ベ

ル

リ

ン
 

■ 
'駐
在
大
使
.-
チ
，
ヤ.
yコ
.：
フ.
_に言
明
し
.て
い
る
* 
p
. 

p 

O

J

W
.483V 

(

注
3)

.ド
ィ

ツ

は

‘、
支
那
.の
借
款
交
渉
か
ら
完
全
に
と

り

残

さ

れ

た
*
即

ち

、

支
 

.

那
.は
五
月
に
、
ロ
X
ド
ン
で
一
〇
〇
万
ポ\

ド

.(

年
利
六
％)

と
四
〇
方
ポ
ン
ド

, 

六

九(

八
四
五)
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ロ
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款
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.

つ
づ
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パ
.
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、
.

P
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シ
ア

：の

■■  

保
証
の
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に
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.総
額
一
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六
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万
.ポ
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ド
.
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注

10)

同

時

に

締

結

さ

，れ

た

一
j

つ

の

協

宏

の

ぅ

ち

、

極

秘

の

協

定

は

ア

フ

リ

ヵ

に
 

お

付

る

ボ

ル

ト

ガ

ル

植

，民

地

を

ど

の

ょ

ぅ
.に
英

独

が

わ

け

あ
4
か

を

.さ

だ

め

た

も
 

:

:の
。
；
と

れ

は

最

初

；の「

嚼

分

割」

協

定

ヤ

あ
.
0た
方

'
英

国

の

外

交

的

策

略

で.あ
，
 

り

，

ド

ィ

ッ

と

ポ

ル

ト

ガ

ル

領

を

わ

け‘
ぅ

意

思

は

な

か

っ

た

。

従

っ

て

こ

の

協
 

定

も

空

し

い

成

果

に

す

ぎ

な

か

っ

た

。P
ド

Q
V
3
. 

5
3
0
1
5
3
6
.
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.

-
著
者
は
--
»
.
右

；に

弟

べ

た

卞

ィ

ッ

.
社

会

民

主

党
0

、

国

際

情

勢

認

識

に

.お
け
る 

迤
本
的
欠
陥
の
貴
任
の
ー
.
半
を
、
ぞ
エ
ン
ゲ
ル
ろ
に
求
め
て
ゆ
ズ
。
.こ
れ
太
、

(

注
.
1

)

.

. 

■ 

■ 

■

-
.
 

不
ク
ー
リ
ン
の
?

«

:
ネ
；ン
ゲ
ル
.
ス
批
判
に
ー
、
.忠

実
にI依

拠

し̂

■'
%

の
.
で

あ

つ

. 

:

.

:
七

〇(

八
四
六)

：

-'
:
 

た
。
，

. 

’

:

,:
-
:
.
:

:
著

者

は'-
-
>尺
‘

ギ

シ

ゲ

ル̂
^

ノ

东

め

敎

年

前

に
^.

;:
:
-
c、

:H
.
lへ：ロ
：
夕

。
ハ
の
-:
陣
営
べ
一
の
分
裂
：
、
' ョ__ 
ロ
ッ
‘ハ：

戦
^
の
危
険
を
予
感
し 

'た
•
£と
は
正
し
か
っ
た
：が
、：
口
シ
ア
，
ッ
ァ
！
リ
.、X
Aを
全
■ョ
し
ロ
ッ
パ
反
動 

:

〔

：の
.碧
：と
.
.み
が

し

：
て

戦.争
：
の
：决

定

的

要

因

と

考

え

、

露

仏

同

盟

：の
成
立
を
ー 

ア
.
.
.
.
ッ
ァ—

リ
ズ
ム
の
.影
響
増
大
の
あ
ら
わ
れ
と
み
た
こ
と
は
、
当
時
に
お
い
.
 

て
も
す
で
に
、
ッ
ァ
丨
ル
権
力
の
役
割
に
対
す
る
過
太
視
.で
'あ
っ
た
、
と
す 

る
。
そ
し
て
.
、

P 

.
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
ょ
り
太
き
な
誤
り
は
、
す
で
に
発
生
し
つ 

:
:つ
あ
.っ
ー
た
.帝
国
主
翁
的
対
立
|

と

り

：わ

け

英

独

間

の

！

：を

無

視

し

た

こ

と 

に
あ
っ
た.と
す
.る
。

こ
れ
は
理
，論

的

な

誤

ゥ

に

■•
i
ど
^
ら
ず
、.実
践
的
な
意
義
.
 

を
も
っ
て
い
る
と
し
て
、
も
.し
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
.見
地
に
立
て
ば
、
.
ド
ィ
ッ
が
ロ 

.;
;
:シ

.7
に
対
し
て
行
う
戦
争
は
、
.-
.:
.
帝
国
主
義
$

で

は

：
な

く

解

放

戦

争

.だ

と

い

う
 

.こ
と
に
：な
り
、
こ
う
し
H

X-
が

-:
九
ー
'
,四
年
八
月
の
社
会
.民
主
党
，.の「

変
節」

.
 

.を
容
易
^
し
た
の
だ
と
い
.う
。
.

:

ドV

夕
社
会
民
生
党
は
、
b
の
土
>
ダ
ル
.ス
0'
:
欠

陥

を

、
：
修

正

主

義

.

.
改
良 

主
義
の
影
響
壻
大
の
■な
か
で
拡
大
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
の
が
、
著
者
の
結
論 

で
あ
る
。

.問
題
の
.
F
'
. 

.

土
.
.ンゲ
.
_ル_
.ス.論
文
'
:

『

；ロ
.：シ
：；.ア
，-ッ
：
ァ

，丨

リ

ズ

'人
：.の
対

外

政

策

』

.
に 

.も
、
.こ
れ
に
対
す
る
ス
タ
.丨
リ
ン
の
：批

判

に

も

、
，ふ

れ

る

余

裕

が

な

い

の

で

、 

)

著

者
©
見

解

；に0
い
.て
、
：
若

予

意

見

；を

加

え

：て

.、;:

.稿
を
結
び
：た
い
と
思
う
0
 

.
第

.一
、」
著
者

c>
、
,.
社

会

民

主

党

：お
ょ
び
，
エ
ン
、
ゲ
ル
：
ス

批

抓

が

、
十

分

な

説

得 

.力
を
%■
■;つ
：
た

め

：
に

は

、

.一
A
九

：
五

丨

九

九

年

の

：
時

期

^
お
い
て
、
_
際
関
係
全 

般
を
規
定
す
る
要
因
'が
；
：#.
国

主

義

的

矛

盾

に

，よ

る

英

独

対

立

で

あ

っ

た

こ

と

が
論
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
著
者
は
当
該
期
'間
.の
諸
事
件
を
通
じ
、
世
界
杓 

'■
規

模

に

ぉ

け

る

英

独

対

立

の

激

化

の

，
様

相

を

え

が

：き

出

す

こ

と

'
に

成

功

し

た 

•が
、
ど

れ

：を

以

て

、

英

^
対

立

が

、_
際

関

係

全

般

を||
^

す
る
，
に至
っ

た
こ 

.
と

を

論

証

し

た

こ

と

に

は

な

ら

な

：い

の

で

あ

る

。
第

：
一

次

世

界

大

戦

が

、

英

独 

の
帝
国
主
義
的
矛
盾
を
恶
軸
に
し
て
発
^'
し
•た
こ
■と
を
認
め
る
に
し
て

も

，

:こ
'
,
 

れ
を
直
ち
に
、
著
者
が
考
察
の
餘
象
と
し
た
；：一
八
九
五—

九
九
年
の
時
賊
に
拡
；
 

大
し
て
あ
て
は
め
る
こ
と
に
、
私
は
疑
問
：を
持
'つ
。

.

.

.
；
.
.

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
時
の
、
三
国
呀
盟
対
三
国
協
商
.と
：
い

ぅ

布

陣

は

へ

ィ 

'

タ
リー

を
除
：外
し
て
考
え
れ
域
、
三
国
同
盟
対
露
仏
同
盟
と
い
ぅ
布
陣
の
展
開
.
 

し
.た
姿
で
4
§っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
形
式
的
に
み
た
ぅ
え
ひ
こ
と
で
あ
っ 

.

実

：は

、
灰

国

が

顧

仏

同

盥

.に
加
わ
る
ど
い
っ
た
形
で
：'
後

者

か

ら

：前

者

べ
-
 

.の
配
置
換
え
が
疗
わ
れ
た
の
.で
な
い
：と
こ
-ろ
に
、
国
^
!関
係
展
開
，の
複
雑
さ
が
，
 

あ
ら
：た
め
.で
.あ
：を
。
::
ー

九

〇

：
四

年

四

月

八

日

の

英

仏

協

約

が

''
>
>:/
日

露

軟

争

の

勃
 

発
ぐ

ロ

シ.：ァ
の

敗

北

：と
：
い
：
ぅ

崮

際

的

な

事

件

を

契

機

：と

し

：ズ
，

.:
:英
露
敗
商
|
 

.
•三
国
協
商
へ(

と
展
開
し
.た
。
.
' 

、ノ
パ

:-
-
:

■
こ
办
意
味
に
ぉ
い
て
’
第
ニ
次
世
界
大
戦
へ
通
エ
る
国
際
関
係
の
展
開
は
、
'
:
:
:

 

日
露
戦
#
の

諸

結

果

：を

劃

期

と

し

て

#.
察
す
べ
き
も
の
で
は
な
：か
ろ
ヶ
か
，

一. 

九

〇

五

年

以

前

は

い

：わ
ば
：、
と

れ

へ

の

過

渡

期

ヤ

あ

り

ノ

様

タ

の

国

際

関

係

の

ー 

展
開
i

様
々
の
^
事
衝
.突

-^
含
め
.て
|

の
可
能
性
を
ふ
:<
ん
*た
時
期
と
み 

る
べ
.き
^
は
：な
；か
^
ぅ
：か
。
：''
'

.

へ
要
す
石
に
、
'
--
-
.'A
九
本
丨
：-
八

九

九

本

の

時

期

に

ほ

ゾ

第

-
 

ひ
き
お
こ
し
た
寒
本
矛
盾
を 

抽

象

的

、に
，，
：
或

い

は

可

能

性

'と
し
：
て
：揩

摘

す

る

、

.

.
C
と

は

で

き

て
A

現

実

化

す

る

契

機

を

；与

え

.
れ̂
；で.い
-̂
か
' 

■
っ
.た
と
-み
.る
べ
'

.

一八
九
五—

九
九
年
の
国
際
清
勢
に
^
す
る
ド
ィ
ッ
?±
^
%
ま
^
の
| 2
1

き
で
な
い
か
、
と
い
う
の
が
、
私
の
第
一
.：
の

批

判

点

で

あ

る

。

第
一
一
、
第
一
の
問
題
に
も
関
連
す
る
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
、

エ
ン
ゲ
ル
ス 

が
古
典
的
に
定
式
化
し
た
、；
3
I ロ
'ッ
パ
反
動
の
磐
.と
し

て

の

、

ま

た

戦
争

•
の 

基

本

的

要

因̂
し

て

の
.ロ
.、ゾ17
•
'ッ
ア
•丨
リ
ズ■ム
'と
い

う

把

握

，は

、
，.
時

代

お

く 

:

れ

で

、'ボ
国

、.ド
ィ

ッ.等
，
の
，
帝

国

主

義

的

侵

略

性

が

国

際

関

係

の

.
決

定

要

素

と 

な
っ
た
.と
い
う
見
解
靶
と
’づ
て
い
，る
。，
帝
国
主
義
的
利
害
対
立
が
、
国
際
関
係 

.の
新
た
な
.規
定
要
因
と
し
て
登
場
ず
る
に
至
っ
'た
と
い
う
指
摘
は
勿
，
重
要
で 

...
あ
.̂
.
:
.
正
し
；.
Vが
：.
.そ
れ
.が
:.
'
'
.
.
.

ロ
.シ
ア
，
ッ
y
.
lリ
ズ
A
■の
侵

略

性

に

と

.
っ
て 

代
っ
た
と
い
っ
た
把
え
方
は
、
問
膨
で
は
な
か
ろ
う
か
。
列
強
の
、
独
自
の
帝 

国
主
義
的
利
害
の
：発
生
は
、
決
し
て
、.
口
.シ
ア

«
ッ
ア
I
リ
ズ
ム
の
Is
l
^
の
侵 

'略
的
性
格
を
時
代
お
く
れ
に
す
る
^
の
で
%
、
影
の
う
す
い
存
在
に
す
る
も
の 

で

も

な

い

。
.
た

だ

ロ

ゾ

ア

バ

ヴ

ア

ー

リ

ズ

ム

の侵

略

性
.に
、
：
新

し

い

社

会

的

性 

質
と
意
味
を
与
え
る
に
.す
^0.

な
い
。
従

°
て

、

ッ

ア

ー

リ

ズ

ム
•の
侵
略
性
強
調 

は
時
代
お
く
れ
だ
と
い
う
だ
け
で
は
、
帝
国
主
義
的
世
界
状
況
成
.立
の
分
析
を 

'
I

-®
的
に
せ
^
る
を
..
克
な
い
。
'ロ
シ
ア
人
た
る
著
者
に
と.V

に
分
析
の
メ
ス
を 

期
待
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、
当
該
時
期
の
帝
国
主
義
的
世
界
狀
況
の
成
立
k
お 

い
て

、

口

シ

ア
•
ッ

ァ

ー

リ

ズ

ム

が
、
，

体̂
的
に
ど
の
よ
う
に
漸
た
な
社
会
的 

性
須
を
导
え
ら
れ
、
帝
国
生
義
的
世
界
に
.ど
の

よ

う

〕

な

位

置

を

占

.
め
る
こ
と
に 

な
っ
た
の
か
を
、
歴
史
分
析
を
通
じ
て
解
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
著
者
の
、
 

ッ
ァ
I

リ
ズ
ム
の
侵
略
性
の
.杏
認
が
一一

ス
タ
ー
リ
ン
.
.に
も
あ
て
は
'
ま
る
が
I
 

K

-1

愛

国

的

」

:;
.
な

却

象

を

与

え

る

め

は

；:
vvr

り

た

めrで

あ

る。
-

.

.

|

第
ー
1
1:,
:
;
'
箸
者
：の
社
会
民
主
党
批
判
は
、：
基
^
的
に
は
正
レ
い
.0
エ
シ
ゲ
ル
ス 

に
対
す
る
批
判
も
、
後
の
：歴
史
的
発
展」

に
て
ら
.し
た
場
合
''
'
.そ
，
の

基

本

的

弱

点

：

•七

七(

八

四七};



を
つ
.い
た
も
の
で
あ
る
0
し
か
し
，
' 

.

と
く
にH

ン
ゲ
ル
ス
の
場
合
、
著
者
も
部 

分
的
に
認
め
て
い
る
よ
う
に
時
代
の
制
約
と
考
え
る
べ
き
で
、
む
し
ろ
、

エ
ン 

.r
:̂
^
'c
)
;%
^

a
;M
:
fc
:
^
_:-
b
_〗

帝
国 

§̂
的
狀
说
：出
^
の
急
^

0

#考
え
"
 

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

、

タ
沒
灰
h
:'
;
v
%食
：
め

：
て

斤

潘

凑

の

-:
ン

ゲ

へ

ル

ズ

批

判

の

靡

に

权 

^
:#
对

::
?
,
:
^
<
;©
個
別
的
^
ま

:̂:;:

法
則 g

認

識

-̂
の
.間
：
に.は
.、.
^
:
1
の

^

間
 

が
必
要
と
さ
れ
.る
と

.

.
い

う

.と
，
と

を

考
撤
し

な

い
^.
急

さ

が

.み

.

.
ら

れ

.る
よ

う

.に
思

. 

ゎ

れ

る

。

. 

,

:;
:■一

以
上:̂
'
'.若
^

の
意
見
を
述
：ベ
允
：が

、
：
本

*-
は

ぽ

う

大

.な

史
#■
を
駆
使
じ
て
の
へ 

労
作
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
き

わ

め
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
>し
 

と
に
深
い
感
謝
を
さ
さ
げ
て
箏
を
お
く
。
：

'
.
,
.
.
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注

1)
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E
n
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D
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 a

u
s
w

如
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politik.

•
p>
g
 

r
u

s
s

is
c

h
e

n

 

z
a

r
e

n
t
u

m
s

:*
;  

M
a

r
x

;  

ra
n

g
e

ls
.  

L
o .
n
in,
 

S
t
a

lin
,  

,,z
u

r

 

d
e

u
ts

c
h

e
n

 

g
e

s
c

h
ic

h
te

パ 

B
d

.  

IL
.  2

.  

H
a

lb
b

a
n

d
.

七
ニ
、
.

(

八
四
八)

.
私
は
> 

こ

の

論
文
を
読
む
機
会
を
も
た
な
い
が
、
ィ

ヱ

ル

サ

リ

ム

ス

キ

ー

こ

ょ
 

る

と

、

ス

タ

ー

リ

ン

は

、

こ

の論
文
で
つ

ぎ

の

点

か

ら

工；\

ゲ

ル

ス

を

批

判

し

て
 

1
る

と

や

ぅ

。
第1

'

エ
ン
ゲ
ル
人
は
九

〇

年

代

の
0
:シ
ア

.
ッ

ア

ー

リ

ズ

ム

の

、ぅ
場
交
瓞
策
老
鄭
廣
贫
る
每
^
つ
卜
層
重
要
^
フ
れ
つ
規
定
ぎ
要
因
を
見
逃
し

〜

て

：ル

る
.:
0

と

く^ .
.
沒̂

.

ル

ネ
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ぐ
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；
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独
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。
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取
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史
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が
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^
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追
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